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地域連携センターだより地域連携センターだより

肝胆膵内科からのご案内

肝胆膵内科 副院長

坂口 浩樹

肝胆膵内科は、令和6年度は坂口浩樹、藤本俊輔、村松敏郎の3人体制でしたが、令和6年3月に村松敏郎が退職し、4月

から令和4年卒の城村星亜が加わる予定です。ベテラン2名+内科専攻医1名というメンバーに変わりはありませんので、

引き続きよろしくお願い申し上げます。

当科では、ウイルス陽性のＣ型肝炎患者さんへの治療はほぼ終了しました。未治療の患者さんは月に1例程度紹介いた

だき、経口剤治療を施行しています。C型肝炎に関しては、現在2-3か月の内服治療でほぼ100％治癒するようになって

います。2014年に内服薬のみの治療法であるダクラタスビル・アスナプレビル併用療法が保険適応となってから、さまざ

まな改良が加えられ、多くの内服薬が開発されました。最近では非代償性肝硬変患者さんにも使用可能なエプクルーサ配

合錠が開発されました。腎障害患者さんや透析患者さんでも使用可能な経口剤があります。未治療のC型肝炎患者さんが

おられましたら是非ご紹介いただければと思います。

B型肝炎に関しましては、現在でも未治療の患者さんが月に数例は来られます。B型肝炎の内服薬に関しましても現在副

作用の少ないベムリディが使用できます。C型肝炎に比較しますと治癒までは至らないのが現状ですが、内服薬を続けるこ

とにより癌の発生を抑制し、肝病変の進行を抑えることは可能です。未治療のB型肝炎患者さんがおられましたら是非ご

紹介下さい。

また、肝胆膵内科のもう一つの目玉として、肝細胞癌の治療があります。他科とも協力して、肝切除・肝動脈塞栓術・ラジ

オ波焼灼術・エタノール注入療法・放射線療法（定位照射を含む）・薬物療法などを施行してきました。2020年に薬物療法

としてアテゾリズマブ・ベバシズマブ併用療法が肝細胞癌に承認され、当科でも数十人の肝細胞癌患者さんに施行しました。

免疫チェックポイント阻害薬がとうとう肝細胞癌に対しても使用可能となり、従来の薬物療法より効果が優れていることが

実感できます。最近ではデュルバルマブ・トレメリムマブ併用療法も使用可能となりました。当科でも使用経験があり、長期

生存が得られている患者さんもおられます。肝細胞癌に対する保険適応のある治療に関しては、粒子線治療以外は当院で

すべて施行可能です。

ほかに、肝臓病の診断のための肝生検も日常的に施行しており、広い意味での肝疾患の診断・治療を専門的に取り組ん

でいます。肝疾患以外では、胆膵領域癌の化学療法も施行しています。

以上、肝胆膵内科の現状について説明させていただきました。是非今年度も肝胆膵内科をよろしくお願い申し上げます。

受付時間：8：00～11：30
☆は女性です

月 火 水 木 金 土

午前 藤本 村松 坂口 ☆津田 藤本 交代制（予約制）
（第2.4週）
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和泉市立総合医療センター 地域連携センター
月～金曜日 9：00～19：00まで
土 曜 日 9：00～13：00まで
（但し祝日・年末年始の休日は除く）

TEL: 0725-41-3150 （直通）

FAX: 0725-41-2513 (直通）

休診・代診については、ホームページ（休診案内）をご確認いただくか、

地域連携センターまでお問い合わせくださいますようお願い申し上げます。

3月の休診・代診について

TOPIC 骨塩定量検査 の検査予約を承っております

診察・検査予約依頼書の□骨塩定量（身長： cm / 体重： ㎏）に し、身長と

体重を記入後、FAXいただければ予約票を返信させていただきます。

検査日時：月～金曜日 9：00～16：00

お好きな時間に8番地域連携センターにお越しください。
検査時間は
10分ほどで
終わります！

地域連携センター
予約受付時間
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